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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第82期

第３四半期連結
累計期間

第83期
第３四半期連結

累計期間
第82期

会計期間

自　平成24年
４月１日

至　平成24年
12月31日

自　平成25年
４月１日

至　平成25年
12月31日

自　平成24年
４月１日

至　平成25年
３月31日

売上高 (百万円) 27,882 22,483 40,081

経常利益又は経常損失（△） (百万円) 641 △3,540 485

四半期純利益又は四半期

（当期）純損失（△）
(百万円) 513 △3,675 △2,151

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 282 △3,351 △2,385

純資産額 (百万円) 42,401 36,176 39,732

総資産額 (百万円) 103,297 98,120 101,900

１株当たり四半期純利益金額

又は四半期（当期）純損失

金額（△）

(円) 7.43 △51.65 △30.93

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
(円) － － －

自己資本比率 (％) 41.0 36.7 38.9

　

回次
第82期

第３四半期連結
会計期間

第83期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自　平成24年
10月１日

至　平成24年
12月31日

自　平成25年
10月１日

至　平成25年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

又は四半期純損失金額（△）
(円) 2.01 △4.58

（注）１　当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第82期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

４　第82期及び第83期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、１株

当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前

事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。　

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況　

資産の部は、たな卸資産の増加があったものの、減販に伴う売掛債権の減少等により、前連結会計年度末比37億

80百万円の減少となりました。

負債の部は、仕入債務の減少等により、前連結会計年度末比２億23百万円の減少となりました。

少数株主持分を含めた純資産の部は、利益剰余金の減少等により前連結会計年度末比35億56百万円の減少となり

ました。以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の38.9％から36.7％となりました。

　

（2）経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権による経済政策や金融緩和への期待感から株価の上昇

や円安基調を背景に一部の業界において景気回復の兆しが見られるものの、本年4月施行の消費税増税、海外では欧

州債務問題、米国の財政状況、新興国の景気減速等、依然として先行きは不透明な状況が続いております。　　　

当社における事業環境については、金属チタン事業の需要が、航空機向けの在庫調整の長期化に加え、電力、造

船等の一般工業向け需要の低迷と在庫調整等により依然として厳しい調整局面にあります。一方、機能化学品事業

は堅調に推移しました。

このような中で当社は、役員報酬及び管理職賃金の削減、休業の実施による雇用調整助成金の受給、生産効率

化、経費削減等収益改善に向けた諸施策を実施しました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期比19.4％減の224億83百万円となり、損益につ

いては金属チタン事業の減販及び減産強化等を主因に前年同四半期に対し大幅に悪化し、営業損失31億25百万円、

経常損失35億40百万円、四半期純損失36億75百万円となりました。

　

金属チタン事業　

前期後半より輸出スポンジチタンについては航空機のサプライチェーンにおける在庫調整及びスクラップ使用比

率の増加に伴い需要低迷が継続し、チタンインゴットについても一般工業向けにおける需要低迷により、対前年同

四半期比、各々販売量が減少しました。

スポンジチタンの稼働率については、販売量の減に対応し、昨年４月から生産能力に対し約60％、電力代の高い

夏季以降（７月以降）については約50％、更に年末から約40％としております。

これらの結果、当事業の売上高は前年同四半期比27.2％減の153億49百万円となり、減産等による影響もあり30億

64百万円の営業損失となりました。

　　

機能化学品事業

触媒関連製品の売上高は、増販及び円安により前年同四半期に対し増加しました。

電材関連製品については、一部の減販の影響により、売上高は前年同四半期に対し減少しました。

これらの結果、当事業の売上高は、前年同四半期比5.0％増の71億33百万円となり、営業利益も前年同四半期比

28.3％増の12億91百万円となりました。　

 　　

（3）事業上及び財政上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財政上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

（4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は９億35百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 160,000,000

計 160,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年12月31日）

　　提出日現在
　　発行数（株）
（平成26年２月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 71,270,910 71,270,910
東京証券取引所

（市場第一部）

株主としての権利内容に制

限のない、標準となる株式

単元株式数は100株である

計 71,270,910 71,270,910 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高

（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高（百万円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日　
－ 71,270,910 － 11,963 － 13,022

　　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である平成25年９月30日の株主名簿により記載しております。

　

①【発行済株式】

　 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　96,700
－

株主としての権利内容に制限のな

い、標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式　71,148,200 711,482 同上

単元未満株式 普通株式　　　26,010 － 同上

発行済株式総数 71,270,910 － －

総株主の議決権 － 711,482 －

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が28株含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

東邦チタニウム株式会社

神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎三

丁目３番５号
96,700 － 96,700 0.1

計 － 96,700 － 96,700 0.1

　　

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　　 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,531 1,819

受取手形及び売掛金
※ 10,162 ※ 5,283

商品及び製品 13,550 16,984

仕掛品 5,468 5,119

原材料及び貯蔵品 7,086 6,212

繰延税金資産 107 111

その他 1,147 703

貸倒引当金 △5 △5

流動資産合計 39,048 36,229

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 27,478 27,520

減価償却累計額 △10,699 △11,389

建物及び構築物（純額） 16,779 16,131

機械装置及び運搬具 81,677 82,257

減価償却累計額 △48,238 △51,220

機械装置及び運搬具（純額） 33,439 31,036

工具、器具及び備品 2,414 2,433

減価償却累計額 △2,021 △2,089

工具、器具及び備品（純額） 393 343

土地 2,679 2,679

リース資産 9,514 9,198

減価償却累計額 △3,058 △3,256

リース資産（純額） 6,456 5,941

建設仮勘定 2,095 5,219

有形固定資産合計 61,842 61,353

無形固定資産

ソフトウエア 216 179

その他 179 152

無形固定資産合計 395 331

投資その他の資産

投資有価証券 208 52

長期貸付金 276 5

破産更生債権等 2,422 2,530

繰延税金資産 2 5

その他 146 157

貸倒引当金 △2,442 △2,544

投資その他の資産合計 614 206

固定資産合計 62,852 61,891

資産合計 101,900 98,120
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,915 1,142

短期借入金 27,576 33,356

リース債務 1,376 1,313

未払法人税等 249 106

賞与引当金 603 299

役員賞与引当金 0 0

事業撤退損失引当金 338 230

その他 1,706 1,351

流動負債合計 34,765 37,799

固定負債

長期借入金 20,121 17,371

リース債務 5,358 4,891

退職給付引当金 536 492

繰延税金負債 451 446

資産除去債務 928 943

その他 6 －

固定負債合計 27,402 24,144

負債合計 62,167 61,943

純資産の部

株主資本

資本金 11,963 11,963

資本剰余金 13,022 13,022

利益剰余金 14,944 11,036

自己株式 △75 △75

株主資本合計 39,855 35,946

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 17 29

繰延ヘッジ損益 △252 16

為替換算調整勘定 9 53

その他の包括利益累計額合計 △225 98

少数株主持分 102 130

純資産合計 39,732 36,176

負債純資産合計 101,900 98,120
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 27,882 22,483

売上原価 22,963 21,707

売上総利益 4,918 775

販売費及び一般管理費

給料及び手当 726 907

賞与引当金繰入額 59 51

退職給付費用 32 38

研究開発費 1,155 935

その他 2,116 1,967

販売費及び一般管理費合計 4,089 3,900

営業利益又は営業損失（△） 828 △3,125

営業外収益

為替差益 159 －

物品売却益 25 18

未払配当金除斥益 2 2

デリバティブ利益 － 68

雑収入 41 36

営業外収益合計 229 126

営業外費用

支払利息 361 341

為替差損 － 171

雑損失 55 28

営業外費用合計 417 541

経常利益又は経常損失（△） 641 △3,540

特別利益

固定資産売却益 4 －

特別利益合計 4 －

特別損失

固定資産除却損 7 6

ゴルフ会員権評価損 5 －

特別損失合計 12 6

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

633 △3,547

法人税、住民税及び事業税 147 138

法人税等調整額 △36 △9

法人税等合計 111 128

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

521 △3,675

少数株主利益 8 0

四半期純利益又は四半期純損失（△） 513 △3,675
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

521 △3,675

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 17 11

繰延ヘッジ損益 △247 268

為替換算調整勘定 △9 43

その他の包括利益合計 △239 323

四半期包括利益 282 △3,351

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 274 △3,352

少数株主に係る四半期包括利益 8 0
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する重要な事項）

　該当事項はありません。　

　

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　第２四半期連結会計期間より、東邦マテリアル株式会社は重要性が増したことにより、連結の範囲に含めておりま

す。

　

（会計方針の変更）

　　　該当事項はありません。

　　

（会計上の見積りの変更）

　　　該当事項はありません。　

　

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理）

　該当事項はありません。　

　

（追加情報）

　　　該当事項はありません。　

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結

会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

　受取手形 26百万円 9百万円

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３

四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

　減価償却費 5,284百万円 5,188百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月16日

取締役会
普通株式 303 5.0 平成24年３月31日 平成24年６月７日 利益剰余金

　

(2）基準日が当連結会計年度の開始日から当四半期連結会計期間までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

２　株主資本の著しい変動に関する事項

　当社は、平成24年５月１日付で、ＪＸホールディングス㈱、新日本製鐵㈱（新日本製鐵㈱は、平成24年10月

１日に住友金属工業㈱と合併し、新日鐵住金㈱となりました。）から第三者割当増資の払込を受けました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間において資本金が7,150百万円、資本剰余金が7,150百万円増加し、当

第３四半期連結会計期間末において資本金が11,963百万円、資本剰余金が13,022百万円となっております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

　

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月14日

取締役会
普通株式 213 3.0 平成25年３月31日 平成25年６月７日 利益剰余金

　

(2）基準日が当連結会計年度の開始日から当四半期連結会計期間までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

２　株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　

 

報告セグメント
　
 四半期連結損益

計算書計上額

（百万円）

（注２）　

金属チタン事業
（百万円）　

機能化学品事業
（百万円）　

計
（百万円）　

調整額

（百万円）

（注１）　

売上高    　  

外部顧客への売上高 21,092 6,790 27,882 －　 27,882

セグメント間の内部売上高又は
振替高

745 9 755 △755 －　

計 21,838 6,799 28,637 △755 27,882

セグメント利益 1,507 1,006 2,513 △1,684 828

　（注）１.セグメント利益の調整額△1,684百万円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費

であります。

 ２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　

 

報告セグメント
　
 四半期連結損益

計算書計上額

（百万円）

（注２）　

金属チタン事業
（百万円）　

機能化学品事業
（百万円）　

計
（百万円）　

調整額

（百万円）

（注１）　

売上高    　  

外部顧客への売上高 15,349 7,133 22,483 －　 22,483

セグメント間の内部売上高又は
振替高

677 4 682 △682 －　

計 16,027 7,137 23,165 △682 22,483

セグメント利益又は損失（△） △3,064 1,291 △1,772 △1,352 △3,125

　（注）１.セグメント利益又は損失の調整額△1,352百万円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研

究開発費であります。

 ２.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）
7円43銭 △51円65銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額

（△）（百万円）
513 △3,675

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（百万円）
513 △3,675

普通株式の期中平均株式数（株） 69,074,383 71,174,178

（注）　前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

　当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

（サウジアラビア王国におけるスポンジチタン製造合弁事業にかかる基本合意）

平成26年１月22日開催の取締役会において、サウジアラビア王国（以下、「サウジアラビア」に本店を有する、The

National Titanium Dioxide Company Limited（以下、「Cristal社」）及びThe National Industrialization Company

（以下、「Tasnee社」）両社との合弁により、同国にスポンジチタン製造・販売を事業目的とする会社（以下、「新会

社」）を設立・運営することについて、決議するとともに、Cristal社及びTasnee社との間で基本合意の覚書を締結い

たしました。

　新会社の概要（予定）

ア.名称 未定

イ.本店所在地 ヤンブー（サウジアラビア）

ウ.代表者の役職・氏名 未定

エ.事業内容 サウジアラビア国内新設工場におけるスポンジチタンの製造・販売

オ.資本金 110百万米ドル

カ.設立年月日 平成26年度内

キ.決算期 毎年　12月31日

ク.純資産及び総資産 未定

ケ.出資比率 東邦チタニウム株式会社 　　35.0%

Cristal 社　　　　　　　 　32.5%

Tasnee 社　　　　　　　　　32.5%

コ.その他 生産能力 15,600ｔ/年

工場建設開始 平成27年1月

メカニカル・コンプリーション 平成28年末

投資額 約420百万米ドル

　

　

２【その他】

　　　　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。　 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　 

平成26年２月５日

東邦チタニウム株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士 野　　口　　和　　弘　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士 山　　崎　　一　　彦　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士 小  宮  山   高 路　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る東邦チタニウム株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期
連結会計期間（平成25年10月１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年
４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、
四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東邦チタニウム株式会社及び連結
子会社の平成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成
績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

　
　以　上

　 
　
（※）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。
２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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